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は
じ
め
に 

木
太
町
～
今
里
町
周
辺
を
訪
ね
る 

 

今
回
の
ふ
る
さ
と
探
訪
は
木
太
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
出

発
し
、
向
城
跡
、
白
山
神
社
古
墳
、
神
内
城
跡
、
八
坂
神
社
、
熊
野
神

社
（
伝
松
縄
城
跡
）
、
平
石
井
神
社
の
天
然
記
念
物
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
を
訪

ね
る
、
木
太
町
か
ら
今
里
町
周
辺
を
歩
く
コ
ー
ス
で
す
。 

 

木
太
町
周
辺
で
は
、
弥
生
時
代
に
遡
る
生
活
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
て

い
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
古
墳
や
中
世
の
城
館
な
ど
、
重
層
的
な
歴

史
を
も
ち
、
現
在
も
市
街
地
周
辺
の
住
宅
地
と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
入
り
江
が
平
野
部
深
く
ま
で
入
り
込
ん
で
お
り
、
現
在
と
は

大
き
く
異
な
る
景
観
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。 

今
回
の
ふ
る
さ
と
探
訪
で
は
、
中
世
の
城
館
と
神
社
を
数
多
く
訪
ね

ま
す
。
中
世
動
乱
の
時
代
に
、
木
太
町
周
辺
で
展
開
さ
れ
た
武
将
た
ち

の
活
躍
と
、
地
域
の
信
仰
の
変
遷
を
テ
ー
マ
に
歩
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

木太中村遺跡出土弥生土器  
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木太町～今里町周辺の遺跡分布図  
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１ 

向
城
跡 

向
城
は
木
太
町
向
井
に
所
在
す
る
中
世
の
城
跡
で
、
向
井
城
あ
る
い
は
真
鍋
城
と
い
っ
た
呼
称
も
あ
り

ま
す
。
現
地
に
は
土
塁
状
に
一
段
高
い
地
形
が
残
っ
て
お
り
、
城
の
一
部
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

城
主
は
真
鍋
氏
で
、
戦
国
時
代
の
当
主
真
鍋
祐す

け

主ぬ
し

・
祐す

け

重し
げ

親
子
は
、
香
西
氏
の
配
下
と
し
て
活
躍
し
ま

し
た
。
特
に
子
の
祐
重
は
長
宗
我
部
氏
の
讃
岐
侵
攻
や
、
朝
鮮
出
兵

で
武
功
を
挙
げ
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

「
南
海
治
乱
記
」
と
い
う
軍
記
物
に
よ
る
と
、
向
城
は
溝
と
堀
で

囲
ま
れ
た
堅
固
な
城
で
あ
っ
た
こ
と
、
出
陣
に
際
し
て
は
３
０
０
人

を
率
い
、
近
畿
地
方
へ
出
兵
す
る
と
き
は
２
０
０
人
、
讃
岐
の
中
な

ら
ば
５
０
０
人
を
動
員
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
野
部
に
位
置
し
、
水
運
の
要
所
に
も
近
い
地
点
で
あ
り
、
戦

略
的
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

現
在
で
は
土
塁
の
上
に
荒
神
社
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
祠
の
周
辺
に

五
輪
塔
や
宝
篋
印
塔
の
一
部
が
散
在
し
て
い
ま
す
。 

現地に残る土塁  
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２ 

白
山
神
社
古
墳 

  
白
山
神
社
古
墳
は
木
太
南
小
学
校
の
東
側
に
位
置
す
る
古
墳
で
、
現
在
は
古
墳
の
上
に
白
山
神
社
が
祀

ら
れ
て
い
ま
す
。  

昭
和
六
十
年
七
月
に
高
松
市
教
育
委
員
会
が
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
直
径
十
一
～
十
二
ｍ
の
円

墳
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
亡
く
な
っ
た
人
を
埋
葬
す
る
施
設
（
竪
穴
式
石
槨

せ
っ
か
く

）
も
見
つ

か
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
盗
掘
さ
れ
て
い
た
た
め
、
副
葬
品
な
ど
は

見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
石
槨
の
内
部
に
は
赤
い
顔
料
を
塗
っ
た

痕
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
魔
除
な
ど
を
目
的
と
し
て
塗
ら
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

白
山
神
社
古
墳
は
標
高
二
～
三
ｍ
程
度
の
低
地
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
同
時
期
の
古
墳
は
山
の
上
に
造
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
特
殊
な
立
地
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
木
太
町
周
辺

の
平
野
部
に
影
響
力
を
持
っ
た
有
力
者
の
墓
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

  

白山神社古墳の埋葬施設  
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３ 

神
内
城
跡 

 
神
内
城
は
別
名
木
太
城
と
も
い
い
、
現
在
の
木
太
南
小
学
校
周
辺
が
城
跡
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

小
学
校
の
南
を
流
れ
る
宮
川
は
鍵
形
に
曲
が
っ
て
お
り
、
か
つ
て
堀
跡
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
小
学
校
の
北
東
側
と
南
東
側
に
橋
が
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、
南
東
側
の
橋
が
元
は
石
橋
で
、

城
へ
入
る
通
路
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

城
主
は
植
田
氏
の
一
族
神
内
氏
で
あ
り
、
戦
国
時
代
に
は
神

内
景
之
・
清
定
親
子
が
十
河
氏
に
属
し
て
い
ま
し
た
。
神
内
氏

の
本
拠
地
は
も
と
も
と
西
植
田
で
し
た
が
、
十
河
氏
の
配
下
で

あ
っ
た
時
、
植
田
に
三
百
石
、
木
太
本
村
に
七
百
石
を
領
し
、

木
太
町
の
領
地
の
方
が
多
く
な
っ
た
た
め
、
移
住
し
て
き
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

神
内
城
周
辺
は
東
に
真
鍋
氏
の
向
城
、
西
に
宮
脇
氏
の
松
縄

城
と
、
香
西
氏
配
下
の
武
将
の
城
の
間
に
築
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
の
神
内
氏
の
移
転
は
、
香
西
氏
の
勢
力

範
囲
に
，
い
わ
ば
楔
を
打
ち
込
む
と
い
う
意
味
で
，
意
図
的
な

け
ん
制
の
意
味
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 
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木太町周辺の城館跡  
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４ 

八
坂
神
社 

 
八
坂
神
社
は
木
太
町
本
村
に
所
在
す
る
神
社
で
、
明

治
時
代
ま
で
は
入
江
神
社
と
呼
ば
れ
る
、
木
田
郡
の
大

社
で
し
た
。
神
社
の
由
来
は
、
尾
張
か
ら
牛
頭
天
王
が

甕
と
と
も
に
楠
の
い
か
だ
に
乗
っ
て
漂
着
し
、
神
の
現

れ
た
地
と
し
て
祠
を
建
て
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
と
古

文
書
（
大
政
所
書
）
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
地
が
か

つ
て
入
り
江
に
面
し
た
地
形
で
あ
っ
た
こ
と
が
良
く
分

か
り
ま
す
。 

 

牛
頭
天
王
社
と
し
て
地
域
の
信
仰
も
篤
く
、
歴
代
藩

主
の
庇
護
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
時
代
の
神
仏

分
離
等
に
よ
り
、
祭
神
を
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
に
変
え
、

現
在
の
八
坂
神
社
と
い
う
名
称
に
変
わ
り
ま
し
た
。
現

在
の
拝
殿
は
明
治
七
年
に
別
当
寺
で
あ
っ
た
真
福
寺
の

本
殿
を
移
築
し
た
も
の
で
す
。 

 

八坂神社境内  



 

8 

５ 

熊
野
神
社
（
伝
松
縄
城
跡
） 

熊
野
神
社
は
松
縄
町
に
所
在
す
る
、
熊
野
信
仰
の
神
社
で
す
。
本
宮
・
那
智
・
新
宮
の
三
社
神
を
紀
州

熊
野
か
ら
迎
え
て
合
祀
し
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
に
開
祀
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
神
社
の
境
内
に

は
御
手
洗
と
い
う
井
戸
が
あ
り
、
水
質
が
よ
く
飲
用
も
可
能
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
周
辺
の
水
は
金
気
が

多
く
飲
用
に
適
さ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
た
め
、
利
水
の
面
で
も
有
利
な
土
地
で
会
っ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
ま
た
、
境
内
に
繁
る
ウ
バ
メ
ガ
シ
は
市
の
名
木
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

熊
野
神
社
周
辺
は
、
周
囲
に
比
べ
て
高
い
地
形
に
な
っ
て
お
り
、
松
縄
城
跡
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
松
縄
城
は
宮
脇
氏
の
居
城
と
し
て
築
城
さ
れ
ま
し
た
。
宮
脇
氏
は
、
源
平
合
戦
の
際
、
源
氏

と
結
ん
で
紀
州
熊
野
の
海
賊
を
率
い
た
新
宮
別
当
湛
増

た
ん
ぞ
う

が
そ
の
祖
で
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。
屋
島
や
志
度
の

合
戦
で
軍
功
の
あ
っ
た
湛
増
が
、
讃
岐
国
に
領
地
を
得
た
た
め
、
そ
の
子
孫
が
松
縄
に
居
住
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
戦
国
時
代
に
は
、
宮
脇
長
定
、
兵
庫
頭
、
又
兵
衛
と
続
き
、
兵
庫
頭
の
娘

が
香
西
佳
清
の
家
臣
と
縁
組
し
た
こ
と
か
ら
、
香
西
氏
と
の
つ
な
が
り
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
兵
庫
頭
の

子
又
兵
衛
は
、
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
、
毛
利
攻
め
や
山
崎
合
戦
で
大
い
に
軍
功
を
上
げ
、
武
名

の
高
い
人
物
で
し
た
。
又
兵
衛
の
子
九
郎
兵
衛
は
生
駒
正
俊
に
仕
え
て
い
ま
す
。 
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熊野神社境内  

境内のウバメガシ  
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６ 

平
石
井
神
社
の
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ 

高
松
市
今
里
町
に
所
在
す
る
平
石

井
神
社
の
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
は
、
市
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
は
、
モ
チ
ノ
キ
科
の

常
緑
広
葉
樹
で
、
若
い
枝
が
黒
み
が

か
っ
て
鉄
（
ク
ロ
ガ
ネ
）
の
よ
う
に

見
え
る
こ
と
が
名
前
の
由
来
で
す
。

高
松
の
方
言
で
、
「
ヒ
チ
ジ
ョ
ー
」
と

も
い
い
、
温
暖
な
山
林
に
自
生
し
ま

す
が
、
雌
株
に
は
赤
い
実
を
付
け
美

し
い
の
で
庭
木
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

平
石
井
神
社
の
境
内
に
は
、
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
の
他
、
ア
ラ
カ
シ
・
ウ
バ
メ
ガ
シ
・
ク
ス
ノ
キ
・
ネ
ズ
ミ

モ
チ
等
の
常
緑
樹
が
繁
茂
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
老
樹
に
は
幹
の
一
部
に
空
洞
が
あ
る
た
め
か
、
毎
年
、

青
葉
の
こ
ろ
に
な
る
と
ア
オ
バ
ズ
ク
（
フ
ク
ロ
ウ
科
）
が
南
方
よ
り
飛
来
し
て
繁
殖
し
て
い
ま
す
。 
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探訪ルート  
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４月２９日（金・祝日）  今里 

ことでん花園 ことでん瓦町  ことでん築港  

１２：１７ → １２：２０ → １２：２５  

１２：３７ → １２：４０ → １２：４５  

【次回】 

５月２２日（日） 東かがわ市松原（白鳥神社周辺）  

JR 高松駅  JR 讃岐白鳥駅  

７：１７ →  ８：３２  

  

 

 

 次回のふるさと探訪は・・・・ 

 テ  －  マ 白鳥周辺の社寺をねる  

 と  き 平成２３年５月２２日（日）  

      ９：００～１２：００  

 集合場所 白鳥神社（東かがわ市松原）  

※若干台数分  駐車場あり  

（最寄駅：JR 高徳線 讃岐白鳥駅から徒歩約６分）  

 講  師 正木 英生（東かがわ市文化財保護審議会委員）  

☆「広報たかまつ」５月１５日号に開催案内を掲載しますので、

ご覧ください。  
☆天候等により中止の場合のみ文化財課（℡８３９－２６６０

「午前７時～開始時間まで」）でお知らせします。  

（電話が通じない場合は、「実施」です。）  
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「ふるさと探訪」に 
参加される皆様へ 

 
※ 参加中は、次のことに充分留意し、  
 安全で意義のある探訪としましょう。  

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょ

う。  

（必ず、歩道を歩き、歩道が無いところでは、道

路の端を一列で歩きましょう。）  

 

２ 無理をせず、体調には十分気をつけましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気

をつけましょう。  

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。  

 


